
認 定 書

国 住 指 第 4106号
平成 26年 3月 14日

旭化成建材株式会社

代表取締役 前田 宮弘 様

国土交通大臣  太田

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 26第 1項 (同法第 88条第 1項にお
いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法第 2条第人号並びに同法施行令第 108条
第一号及び第二号 (外壁 (耐力壁):各 30分間)の規定に適合するものであることを認める。

記

1.認定番号
PC030BE-8183

2.認定をした構造方法等の名称
フェノールフォーム保温板充てん/窯業系サイディング・せっこうボー ド表
張/せつこうボー ド裏張/木製軸組造外壁

3.認定をした構造方法等の内容
別添の通り

(注意)この認定書は、大切に保存しておいてください。

Ｉ

よ



(別添)

1.構造名  .                           
イ

フェノールフォーム保温板充てん/窯業系サイディング・せっこうボー ド表張/せつこうボー ド裏
張/木製軸組造外壁                          、

2.寸法及び形状等 (寸法単位 :mm)

3.材料構成
(1)主構成材料 (寸法単位 :mm)

つづく

項  目 申 請 仕 様

壁  高 構造計算等によつて構造安全性が確かめられた寸法

壁 厚 135以上

壁の構造 真壁又は大壁

項 目 申 請 仕 様

柱術 重支持部本オ) 材料 :(つ～(4)の うち、いずれか一仕様

(1)平成 12年建設省告示第 1452号に規定する構造用製材(JAS)
(2)平成 13年国土交通省告示第 1024号に規定する構造用集成材(JAS)
(3)平成 13年国土交通省告示第 1024号に規定する単板積層材(JAS)
(4)平成 12年建口費省告示第 1452号に規定する無等級材 ―

・寸法 :105X105の断面寸法以上
・間隔 :4000以下              ′

・比重 :0。 37(± 0.04)以上

傷町添-1)



つづき

項  目 申 請 仕 様

外装材 [』効               ｀

窯業系サイディング (以下「サイディング」という。)
・規格 :」IS A 5422
・組成 (質量%):

けい酸カルシウム化合物

有機質繊維

無機質繊維   |
有機質混和材

無機質混和材

65-86
1～ 13

0～4

14未満
27未満

ただし、有機質繊縦と有機質混和材の合計が 18質量%を超えないこと。

※サイディングに使用されている繊維質原料と混和材の例

・ 繊維質原料
。有機質 :セルロース繊維、ポリビニルアルコール繊維、ポリプロピレン繊維等
・無機質 :ガラス繊維、ロックタール繊碓等
o混和材                     イ

・有機質 :リ グニン、メチルセルロース、撥水剤等
中無機質 :パーライト、炭酸カルシウム(マイカ等

[2]表面塗装
・種類 :(1)～ (6)の うち、いずれか一仕様

(1)ア クリルウレタン樹脂系塗装

(2)ア クリル樹脂系塗装 1

(3)ア クリルシリコーン樹脂系塗装

i3至巣葦写懇語素墾装 1 ｀
(6)無機質系塗装

`塗
布量 :200g/ポ以下 (有機固形分)

[31か さ
'ヒ

重

1.1(±0.2) (絶乾)
っづく

(月町添
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つづき

項 目 申 請 仕 様

外装材

(つづき)

141形状

(つ寸法

(2)端部形状

サイディング相互の重なりと隙間
隙間

重なり

※中空の形状

d i t

C e

ただし、厚さ18を超え 厚さを増した分だけdの長さを増すことができる。

[5]張方

横張

[6]留め方

金具留め (外装材留金具による)

厚 さ
幅 長 さ

最 河ヽ 最 大 最 小 最 大

15～26 303 455 910 3640

厚 さ 重なり 隙 間

15～26 6以上 3以下

厚 さ 櫻弟餞終さ 容積欠損率 (%) ※中空率 (%)

15～26 最小厚さ

11以 上を

確保

■以下 (ただし、板厚15

を超える場合は裏面から

15の位置での欠損率とす

る。)

34以下 (ただし、板厚 18を

超える場合は厚さを増した分

だけ、dの中空部の高さを増
し中空率をあげることができ

る。)

厚さ t a b C d e

18以上 5以上 3.5以上 4以上 9以下 t以下

っづく
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っづき

項 目 申 請 仕 様

構造用面材 材料 :せっこうボード
(1)又はかのいずれか一仕様

(1)せっこうボード
・規格 :ЛS A6901 GB‐ R
。厚さ :9.5以上

(2)]虫化せつこうボード
・規本各:ЛS A6901 GB‐ F
。厚さ :12.5以上

断熱パネル [1」パネル縦材
材料 :(1)～(4)の うち、いずれか一仕様
(1)寡外オ
(2)合板
③集成材
(4)単板積層材

・寸法 120× 65の断面寸法以上

(ただし、構造用面材の継ぎ目がくる場合、27×65の断面寸法以 ヒ)
・間隔 :500以下

[2]パネル縦枠材
材料 :(0～ (41の うち、いずれか一仕様
(1)効
(2)合板
③集成材
(4)単板積層材

。寸法 :20×65の断面寸法以上
。間隔 :4000以下

[31パネル横枠材

材料 :(1)～(4)の うち、いずれか一仕様

(つ製材

(2)合板

(3)集成材

(4)単板積層材

・寸法 :20×65の断面寸法以上
・間隔 :4000以下

っづく
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っづき

項  目 申 請 仕 様

断熱パネル

(つづき)

[41パネル充てん用断熱材

材料 :フェノールフォーム保温板
・規格 :ЛSA9511
・形状 :平板
・厚さ :25(± 2)以上(ただし、柱断面寸法以→
・密度 (基材):24(± 3)～45(± 5)kg/m3

・面材 :(1)～ (6)の うち、いずれか一仕様

(1)ポ リエステル系不織布
:使用量 :10～ 60g/ポ

｀

(2)ポ リプロピレン系不織布
。使用量 r lo～60g/だ

(3)ポ リエチレンカ日工紙

`使用量 :10～ 60g/ポ

(4)は り合せアルミニタムはく

(5)無機系の加工紙 (けい酸マグネシウム紙、ガラス繊維紙、アルミニウムは

く。ガラス繊維複合締

(6)な し         
｀

[5]パネル縦材・縦枠材・横枠材固定用留付材

材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様

(1)く ぎ
。材質 :鉄又はステンレス釦
・寸法 :φ 2.75以上×L50以上
(2)ビス        _
・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L50以上

内装材 材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様

(1)せっこうボード

・霧静各:」IS A 6901 GB‐R
。厚さ :づ .5以上

(2)強化せっこうボー ド

・規格 :JIS A 6901 GB‐ F
・厚 さ :12.5以上

・端部形状 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様

1)ス クエア

2)テーパー

3)ベベル      _

(月町添 -5)



(2) 構成材料 (寸法単位 :mm)

っづく

項  目 申 請 仕 様

通気胴縁 材料 :(1)～ (41の うち、いずれか一仕様

(1)製材

(2)合板

(3)集成材

(4)単板積層材
・断面寸法 :15×30の断面寸法以上
・間隔 :500以下

防水紙 材料 :(1)～ (3)の うち、いずれか一仕様
(1)アスファル トフェル ト
・規格 :」IS A 6005
・単位面積質量の呼び :430以下
(2)透湿防水シー ト
・規格 :JISA6111
・厚さ :0.2以下
。材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系
2)ポ リエステル系
3)ポ リプロピレン系
・表面アルミニウム蒸着仕上げ :1)又は 2)のいずれか一仕様
1)あ り
2)な し

(3)な し

|"廟 フィルム 材料 :(1)～ (4)の うち、いずれか一仕様
(1)住宅用プラスチック系防湿フィルム
・規格 :JISA 6930
・厚さ :0.2以下
(2)包装用ポリエチレンフィルム
・規格 :JIS Z 1702
。厚さ :0.2以下
(3)農業用ポリエチレンフィルム
・規格 :ЛS K 6781
・厚さ :0.2以下
(4)な し

(丹可添 -6)



つづき

項   目 申 請 仕 様

外装目地材 材料 :(1)、 (3)、 (4)、 (1)と (2)の併用、(1)と (3)の併用又は(5)の うち、いずれか一

仕様

(1)シー リング材
・材質 :1)～ 6)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リウレタン系樹脂
2)ア クリル タレタン系樹脂
3)ポ リサルファイ ド系樹月旨
4)変成ポ リサルファイ ド系樹脂
5)シ リコーン系樹脂
6)変成シリコーン系樹脂
・使用量 :56g/m以上

(2)バ ックアップ材
・材質 :1)～ 5)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエチレン系樹脂
2)ポ リスチレン系樹脂
3)ポ リウレタン系樹脂
4)ポ リプロピレン系樹脂
5)塩化ビニル系樹脂
・使用量 :2g/m以上

(3)ハ ット形ジョイナー
・材質 :1)～ 10)の うち、いずれか一仕様
1)溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)
2)塗装溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3312)
3)溶融亜鉛‐5%アルミニウム合金めっき鋼板(JIS G 3317)
4)塗装溶融亜鉛‐5%アルミニウム合金めっき鋼板(ЛS G 3318)
5)溶融 55%アルミニウム‐亜鉛合金めつき鋼板(JIS G 3321)
6)塗装溶融 550/0アルミニウム‐亜鉛合金めつき鋼板(ЛS 6 3322)
7)ポ リ塩化ビニル被覆金属板(JIS K 6744)
8)熱間圧延ステンレス鋼板(」IS G 4304)
9)冷問圧延ステンレス鋼板(JIS G 4305)
10)溶融亜鉛―アルミニウム‐マグネシウム合金めつき鋼板
(1旨定建築材料国土交通省大臣認定第MSTL‐ 0064号 ,

0065号 r oo69提井,0070号r)
・厚 さ :0。25以上

(4)金属ジョイナー
・材質 :(3)の 1)～ 10)の うちいずれか一仕様
・形状 :ハ ット形、H形
・厚 さ :0.25以上

(5)な し

内装目地材 材料 :(1)、 (D又は(2)と (0の併用のうち、いずれか一仕様

(1)な し

(2)せっこうボー ド用目地処理材
・使用量 :100g/m以上

(3)ジ ョイントテープ

・材質 :ガラスファイバーテープ

・寸法 :幅 50、 厚さ 0。 15～ 0.20

傷可添-7)
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っづき

項  目 申 請 仕 様

留付材 [1]外装材留金具      
・

・材質 :(1)～(10)の うち、いずれか一仕様
(1)溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3302)
(2)塗装溶融亜鉛めっき鋼板(JIS G 3312)
(3)溶融亜鉛

‐5%アルミニタム合金めっき鋼板CIS G 3317)
(4)塗装溶融亜鉛

‐5%アルミニタム合金めつき鋼板(JIS G 3318)
(5)溶融 55%アルミニウム‐亜鉛合金めっき鋼板(」IS G 3821)
(6)塗装溶融 55%アルミユウム‐亜鉛合金めらき鋼板(ЛS G 3322)
(7)ポ リ塩化ビニル被覆金属板(JIS K 6744)
(8)熱聞圧延ステンレス鋼板(ЛS G 4304)

(9)冷聞圧延ステンレス鋼板(JIS G 4305)
(10)溶融亜鉛‐アルミニウムいマグネシウム合金めっき鋼板
(指定建築材料国土交通省大臣認定第 MSTL‐ 0064号 ,0065号

0069号 ,0070号 )
・形状 :

単

f

bib!十 b2

f

h

a=al tt az、 b i bttt b2 単

w:幅 40以上
h:局 さ 40以上
w tt h:幅 と高さの合計 90以上
t:鋼板の厚さ 0.8以上
a:上部ツメの幅 15.8以上           ｀

b:下部ンメの幅 14.0以上
c:上部ツメの長さ 4.2以上
d:下部ツメの長さ 4.6以上
e:上部ツメの掛かり高さ 4.0以上
f:下部ツメの掛かり高さ 4.2以上
上部と下部のツメの総掛かり面積 115mm2以上[(a× e)十 (b× f)]

・留付間隔 :横方向 500以下
高さ方向 外装材の幅による

121外装材留金具固定用

材料 :(1)～(3)の うち、いずれか一仕様

(1)ス クリューくぎ

・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上xL32以上

O Ｏ

ａ

O ○

錫可添-8)
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っづき

項 目 申 請 仕 様

留付材
(つづき)

(2)リ ングくぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上
(3)タ ンピンねじ
・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

・留付間隔 :500以下

[3]胴縁固定用 (通気胴縁・下地胴縁)

材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様
(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法 :φ 2.45以上×L45以上
(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L38以上

・留付間隔 :500以下

[4]パネル枠材固定用

材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様

(1)く ぎ
。材質 :鉄又はステンレス錮
・寸法 :φ 3.05以上XL65以上
(2)ビス              I
・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 i φ3.0以上×L65以上

・留付間隔 :300以下

[5]内装材固定用

材料 :(1)～ (5)の うち、いずれか
二
仕様

(1)せっこうボー ド用くぎ
・規格 !JIS A 5508
・寸法 :φ 2.34以上×L31.8け大上

(2)十宇穴付木ねじ
・規格 :ЛSB■ 12
・呼び寸法 :φ 3.1以上×L25以上
(3)ド リリングタンピンねじ
・規格 :」IS B l125
・呼び寸法 :φ 3.0以上XL25以上
(4)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレ女鋼
・寸法 :φ l.9以上×L32以上
(5)ビス

・材質 i鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上XL25以上

・留付間隔 :200以下

傷町添-9)
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つづき

項 目 申 請 仕 様

留付材

(つづき)

[6」構造用面材固定用
材料 :(1)又は(2)のいずれか一仕様

(1)く ぎ
・材質 :鉄又はステンレス鋼
。寸法 :φ 2.15以 4×L38以上
(2)ビス

・材質 :鋼又はステンレス鋼
・呼び寸法 :φ 3.0以上×L25以上

・留付間隔 :500以下

[可断熱材固定用

材料 :(1)～ (7)の うち、いずれか一仕様

(1)く ぎ
・́材質 :鉄又はステンレス,岡
・寸法 :わ 1.9以上×L32以上
(2)(片面 。両面)粘着テープ
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様
1)ブチルゴム系
2)EPDMゴ ム系
3)アクリル系
4)アスファル ト系
5)ポ リエチレン系
6)ポ リエステル系    ′
7)ポ リプロピレン系
・使用量 :200g′ド以下
(3)アルミニウムはく付き粘着テープ  ´
・材質 :1)～3)の うち、いずれか一仕様
1)ポ リエテレン系     ′′
 2)ポ リエステル系   ,′
3)ポ リプロピレン系
・使用量 :200g/∬以下

(4)スプレーのり

・材質 :合成ゴム系樹脂
・使用量 :100g/∬ 以下

(5)接着剤
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様
1)エポキシ系樹脂

2)酢酸ビニル系樹脂

3)ゴム系

4)アクリルウレタン系樹月旨
5)ポ リウレタン系樹脂
6)変成シリコーン系樹脂
7)EVA系樹脂
。使用量 :180g/ポ以下

(6)ステープル

・材質 :鉄又はステンレ玄鋼
・寸法 :肩幅 9.6以上、足長 10以上

(7)な し

(別添-10)
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っづき

項  目 申 請 仕 様

留付材
(つづき)

う/ヽ一ル本オ

[8」 l∫万水紙・防縄気密フィルム固定用
材料 :(1)～ (5)の うち、いずれか一仕様
(1)ステープル        ｀

・材質 :鉄又はステンレス鋼
・寸法「幅 9。6以上、足長 10以上
(2)(片面・両面)粘着テープ
・材質 :1)～ 7)の うち、いずれか一仕様
1)ブテルゴム系
2)EPDMゴム系
3)アクリアレ系
4)アスファル ト系
5)ポ リエチレン系
6)ポ リエステル系
7)ポ リプロピレン系

③甥蛋星獄霞頑粘着チープ
・材質 :1)～ 3)の うち、いずれか一仕様
1)ポリエチレン系
2)ポ リエステル系
3)ポ リプロピレン系
。使用量 :200g/∬ 以下
(4)スプレーのり
。材質 :合成ゴム系樹脂
。使用量 :100g/ポ以下
(5)な し

材料 :(1)～ (5)の うち、いずれか一仕様
(1)(片面 。両面)粘着テープ
。材質 :1)～7)の うち、いずれか一仕様
1)ブチルゴム系
2)EPDMゴム系
3)ア クリル系
4)アスファル ト系
5)ポ リエチレン系
6)ポ リエステル系
7)ポ リプロピレン系
・使用量 :115g/m以下

(2)アルミニウムはく付き粘着テープ
。材質 :1)～ 3)の うち、いずれか

4仕
様

1)ポ リエチレン系
2)ポリエステル系
3)ポ リプロピレン系     ~
,使用量 :115g/m以下

(3)シール材
・材質 :1)～6)の うち、いずれか一仕様

_1)ポ リツレタン系樹月旨
2)アクリルクレタン系樹月旨
3)ポ リサルファイ ド系樹脂
4)変成ポリサルファイ ド系樹月旨
5)シリコーン系樹月旨
6)変成シリコーン系樹脂
・使用量 :100g/m以下

(4)軟質ウレタン粘着シール
・材質 ポリウレタン系
・厚さ 5.0以下
・使用量 100g/m以下

(5)な し

(丹町添―■)



4.構造説明図

図 1～8に構造説明図を示す。

(1)構造用面材 :真壁、内装材 :真壁、断熱材 :充てんのみ

鯉 下

500以下

S00以下
ンール材

500以下

内装材

防湿気密フィルム

パネル売てん用断騨材

パネル博〔枠1オ

留付材l'卜装材留金具)

防湿気曽フイルム固定用)

透視図

図 1構造説明図

(寸法単位 :mm)

桂

外袈材

来水嘲

災神鶴対象外

(別添-12)



留付材l醐爆固定用)

(バネル14材口章用)

外装目地材

,卜叢材

営付材く外装材留金泉固定用J

留付材 (外畿材留金具〕

留付材叫戦材留金臭回建用)

構l皆用面材

留付材輔 固定用)

留付材(,1装材留金具)

留付材 (精造用画材匿鳶用)

ぬ装目Pと材

水平断面図

鉛直断画図

図 2構造説明図

留付材 (内襲牟】固定用〕

内挙材

′くネル売てん用VI熱材

防・湿気密フィルム

相治用画材

桂 パネ ,レ鋼材

ィルム ′ヽネル充てん用
断熟材

(別添 -13)



(2)構造用面材 :大壁、内装材 :真壁、断熱材 :充てんのみ

舶 以下

5001X下

500以下

防湿気密フィルム

パネル売て

留付材(外業材留金具)

滋席 F地材

(防水観・防鍵気騎フィ,レム回虐用)

透視図

図 3構造説明図

(寸法単位 =mm)

外湊材

%水切

薬評価対象外

(別添 -14)



日付材欅贈憫臓用)

シー,レ材

通気溺爆

パネ,レt室枠材

(′ ネヾ′レを将 固定用)

外瑳目地材

外装材

留付材 (外輩材留金泉囲た用)

留付材(外会材留金具)

留付材('卜議精留金具固寵用)

防水紙

留付材t精造用画材固定用l

防水をL

内妻目地材

水平断面図

鉛直断画図

図 4構造説明図

柄泊用画材

断鵜材

留付材f捕強用画材口建用)

目付材(内装胸 定用)

ん用断熟材

防

'出

気轡フイルム

′粽 lレ縦材

ル▲

内機材

び

μ

(別添二15)



(3)構造用面材 :真壁、内装材 :大壁、断熟材 :充てんのみ

S∞以下

S00以下

防湿鎌密フイ′レム

パネル充て

留付材(外業材留金異)

・防濃覚密フィルム国j無用)

透視図

図 5構造説明図

(寸法単位 :mm)

シ ー

外裟材

紫水切

輩御額耐象外

(別添下10



外簑園地材

外裳材

留付材 (タト機
'材

留命果口驚用〕

留付材('卜義材留金良)

′fネルt,il争材

留付材 (〆ネ,レ糊 固定用)

防氷紙

フイルム

水平断面図

鉛直断面図

図 6構造説明図

指適用画材

断韓材

留付材備途用画構回駕用)

留t阿 (内翔 掴 建用)

肉磯材

パネル充てん用断燃材

ィルム

パネ,レⅢl鰤

留徹材l外畿材留金異固定用}

留付村(騰線回窪用)

留付材(外義材留詮具)

メ /

(別添 -17)



(4)構造用面材 :大壁、内装材 :大壁、断熱材 :充てんのみ

500以下

51Xl以下

500以下
シール材

う00以下

防ヽ誕気密フィルム

パネル売て

留付材(外装材留金具)

ンー

,防濯気密フイルム固造用〕

透視図

図 7構造説明図

(寸法単位 :mm)

夕

`裟

材

※水切

外叢園地精

※評価対象外

(別添〒18)



留付材〔園織固定用〉

瀬気阿給

留伸材(パネル枠材固定用)

外襲目地材

外益材

留付1を l外裟柄留金良口定用)

留付材 (外黎材留金具)

精造用画材

バネル売てん照

醐

内婆目地材

留付材(外 H裟材留金異固定用)

留付村 l躙棒固定用)

フイルム

水平断面図

鉛直断面図

図 8構造説明図

留任竹昭睡隔箇初固定用)

留付材(内戦1ガ側溶用〕

パネル充てお,用断絲材

防選気密フィルム

イ /

(別添 -19)



5.施工方法等
<施工図>
図 9に施工図を示す。

!与複材
イ

(寸法単位 :mm)

錦遼用番材

萌本毎 外華□地事字

パネ 篤ネル免てん用断黙管

求平断面騒

X軒婦

票又弁鶴

パネル充てん潮断齢撹

ィル▲

留付け(外織梯B舎丹Ⅲ

藤欝個舅象,停

婚直断面圏

充てん断熱のみの施工例

図 9 施工図

*

(別添 -20)



<ハネル図>

上薄造用面材

パネル縦

′ヽネル党てん用
断熱材

(寸法単位 :mm)

1)柱間隔500以下

パネル横枠材

′く

構造用画材

パネル,tl七材

バネル尭てん
断熱材

2)柱間隔500超

下

構造用画材

′ヽネル綾枠材

パネテレ発てん用断熱材

下

鷹雨材

パネル充てん用断熱材

バネル就枠材 バネル縦7■`村 ′くネル縫材

(別添 -21)



(寸法単位 :mm)

3)柱間隔1000超

チくネル桟粋材

傍造用画材

パ才ヽル縦枠構

バネル縦材

パネル充てん用
断熱概

′ヽネJレ縦材
〔構造用函榜継手部分Ⅲ

パネル縦精 t構造用画材怒手部狩)

139S以下

造用面材

パネル維材 バネル充てス′用断熱材バネル縦枠材

(別添 -22)



(寸法単位 :mm)

4)柱間隔 1500超

パネル機枠材

構造用

パネル縦袴材

パネル充てん用
断鰈材

革99S以下

1脅造用画材 パネル駆樹 (総造翻面材継手)

パネル充てん用穎熱材

(別添 -23)

パネル縦材パネル縦枠材



留付材 (パネル縦材・縦枠材・横枠材固定用)の固定方法と
パネル縦材 C縦枠材の欠き込みによる断熱材固定方法

パネル横枠材

構造用

パ ネ

パネル縦材

′ミネル充てん用
断熱材

下

爾付機(八ネル縦材 '縦神材・ヰ淀枠材麟た用≫

′くネル'麒雑

構遺田画4,

(寸法単位 :mm)

パネル充てん輛
断熟材

断熱パネル断面詳細図
(パネル縦材・縦枠材の欠き込みによる断熱材固定方法〕

A部詳細園

(別添 -24)



<施工手順>                              '
(1)下地組等

(a)又は(b)のいずれか―仕様とする。

(a)

①柱は、反り曲がりのないものを使用し、垂直に取り付ける。             ′

②パネル縦材、縦枠材、横枠材の取付け
パネル枠材固定用留付材を用いて柱、土台等に取り付け

′
る。           i

③構造用面材の取付け

柱、縦材、縦枠材等の上に構造用面材用留付材を用いて取り付ける。
④断熱材の取付け
パネル充てん用断熱材は隙間が生じないように、パネル縦材、縦枠材、横枠材間等に充てん

する。
(b)

①工場にて、パネル縦材、縦枠材、横枠材と構造用面材、断熱材を組み合わせパネル化する。
この際、縦材、縦枠材、横枠材同士はパネル枠材固定用留付材、構造用面材は構造用面材用

、  留付材で、パネル充てん用断熱材は断熱材仮固定用留付材で、留め付ける。
②壁パネルを、柱・梁・土台問等にはめ込み、パネル枠材固定用留付材で留め付ける。

(2)防湿気密フィルムを張る場合

防湿気密フィルム仮固定用留付材を用いて、たるみやしわのないように、充てん用断熱材より室

内側に取り付ける。              .

(3)シール材を貼る場合         I
断熱材あるいは構造用面材の目地の上部から、剥がれないように貼る。

(4)防水紙を張る場合

横張を原則とし、所定の重ね代を確保した上で、防水紙仮固定用留付材で仮固定する。

(5)胴縁の取付け

断熱材の上に,胴縁固定用留付材を用いて取り付ける。

(6)外装材の取付け        ,
日地にずれが生じないよう、外装材留金具、外装材留金具留付材を用いて取り付ける。

(7)内装材の取付け

内装材用留付材を用い、柱、縦材、縦枠材等に取り付ける。

(別添-25)




